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1. 浦川くんはなぜいじめのターゲットになったのでしょうか。 

 

2. なぜ浦川くんが山口にいじめられているのを、周りの人は止め

られないのでしょうか。 

 

 

3. いじめを見て見ぬふりをしてしまったときどうすればいいと

思いますか。 

 

4. ３の質問に対しておじさんは何と答えましたか。 

 

5. 弁論大会の代表で山口が浦川くんをいじめていたとき、あなた

ならどのように行動しますか。 

 

6. がっちんはどのように行動しましたか？ 

 

7. 浦川くんはなぜ、がっちんの行動を止めたと思いますか？ 

 



8. 上級生から仕返しをすると言われたときあなたならどのよう

に行動しますか。 

 

9. 山口が上級生の兄に仕返しを頼んだと聞いたとき、コペル君は

どのような提案をしましたか。 

 

10. 友達が上級生に囲まれていじめられている時、あなたがコペ

ルくんならどのように行動しますか。 

 

11. ボコボコにされた友達が横を通り過ぎていくとき、コペルく

んはどんな気持ちだと思いますか。 

 

12. おじさんがコペルくんに「君の考えは間違っている」と言っ

たのはなぜだと思いますか。 

 

13. 授業を受けて感じたことを書いてください。 
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「おじさんからコペルくんへの手紙」 

 

コペル君、 

いま君は大きな苦しみを感じている。 

なぜそれほど苦しまなければならないのか。 

それはね、コペル君、 

君が正しい道に向かおうとしているからなんだ。 

「死んでしまいたい」と思うほど、自分を責めるのは、 

君が正しい生き方を強く求めているからだ。 

人間ってものの、あるべき姿を信じているからだ。 

さぁ、コペル君、今こそ答えを見つけよう。 

ここには、君が、決してごまかすことなく考えてきた、気づきと

発見が記されている。 

おじさんのノートを最後まで読んでくれれば、 

きっと君は、自分を取り戻せる。 

新たな一歩を踏み出すことができる。 

僕たち人間は、 

自分で自分を決定する力をもっているのだから。 

 


